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小児・ヤング糖尿病
―のびのびしっかりサポート

内潟安子　著

山本壽一（ハートライフ病院糖尿病センター）

この本を読んで驚いたのは，まず「学校の先生

への手紙」で始まることだ．糖尿病を持つ子ども

は学校生活においてインスリン注射や低血糖時の

補食など学校の先生のサポートや学友の理解が最

も大切なことである．糖尿病と診断された時には

子どもも親も先生への説明をどのようにしたらよ

いのか不安を持つことがある．担当医師から先手

を打って学校の先生に手紙を出すことは胸のすく

思いだ．

次に「子どもの自立を支える」では子どもたち

が糖尿病の治療に関してどのようにして自立した

かを母親たちの調査結果から述べられている．し

かし，その内容は子どもの自立と共に母親自身が

どのようにして自立したかにオーバーラップして

いるようだ．そのことはお母さんから筆者へ行っ

たインタビューの記事からも読み取ることができ

る．このような順で第 I章が展開していくのは，

著者の豊富な小児糖尿病の臨床経験を物語ってい

る．

第 II章は「正しい知識を得る」で，子どもたちが

インスリン治療で一番関心があると思われる話，

「低血糖は恐くない」「インスリン治療をすると誰

でも太るの？」「SMBG…」と続く．単に血糖自己

測定をするのは無意味であり，測定した値からど

のように考えていくか，どのように責任インスリ

ンを調節していけばよいのかを解説している．こ

のような指導を受けていない子どもたちやその親

は，自分たちでインスリンを調節してもよいのか

と驚かれるだろう．1型糖尿病においては，患者

の生活に合わせて正しい知識でインスリンを調節

することが，良いコントロール状態とQOLを維持

するためには不可欠である．恐らく著者が言わん

としていることは，「自分の血糖は自分で管理し

なさい」，つまり医療機関からの自立でもあろう．

第 3章の「最新の考え方を知ろう」では，新しい

インスリン治療の話から育ち盛りの食事につい

て，著者の臨床経験を元に述べられている．

終章は「トラブル対策」として，シックディ，

オーダーメイドのインスリン治療などについて事

例を挙げて解説される．

この本の対象とする読者が糖尿病を持つ小児の

両親や学校の先生，小児科と内科の狭間にいるヤ

ング糖尿病の人達を想定しているのだろうが，小

児糖尿病やヤングの糖尿病に携わる医師を含めた

医療関係者はぜひ読んでいただきたい． 
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